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P2−33−1　 採卵か ら妊娠判定 日まで の 期間別 に見た妊娠初期血中 hCG 値 と妊娠予後 との 関係
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【目的】妊娠初期血中 hCG 値は 妊娠予後予測 因子とな る．今回体外受精実施後か らの 期間が異な る場合で も血中 hCG 値に よ

り妊 娠予後予測 が 可能で あ る か を検討 した 【方法】当施設で施行した体外受精症例中，採卵後 16 日 目 （D16，　 n ＝67），17

日目 （D17 ，　 n ＝46），19 日目 （D19，　 n ＝74）に妊娠判定を行い ，血 中 hCG 値が陽性 で あ っ た症例を対象 と した．各群 に おい

て妊娠予後別 に血中 hCG 値を比較 し，年齢，移植胚の 種類，不妊因子により相違がみられるかを後方視的 に解析 した【成績】
D16群で は biQchemical　pregnancy （BP）群の 平均血中 hCG は 176．O　IU／L，流産 （MC ）群 466．31U／L，継続妊娠 （OP ）群
868．41u ／L で 各群間に 有意差が み られ た （P ＜ O．05）．　 Dl7 群で は BP 群 154．81u／L，　 MC 　”　252．51u／L．　 oP 群 507．31U／L で BP

群 また は MC 群 と OP 群問に有意差 は見 られ た が，　 BP 群 とMC 群 間 に有意差 はな か っ た （P＝0．25），　 Dl9群で は BP 群 79．8
1U／ml ，　 MC 群 1380ρIU／ml ，　 OP 群 1823．21U ／ml で，　 MC 群 また は OP 群 と BP 群 間 に 有意差 は 見 ら れ た が，　 MC 群 と OP

群問に 有意差 は な か っ た （P ＝0，14）．年齢，移植胚の 種類，不 妊因子別の 解析 で は すべ て の 群 に お い て有意差 は なか っ た．【結
論】採 卵 か ら妊 娠 判 定 日ま で の 期 間 にば らつ きが あ っ て も，妊 娠 初 期 血 中 hCG 値 は 妊娠 予後 予測 因子 と な る．測 定が 遅 れ る

と継続妊娠 と流産の 鑑別力，測定が早い と流産 と BP の 鑑別力が低下す る可能性があ る，

P2 −33−2　ART に お ける 妊娠早期の 血 中 hCG 値 に 関す る 検討
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【目的】ART 治療周期 で は妊娠週数が明確 で あり，極早期の 妊娠判定が可能で あ る
一

方，生化学的妊娠 も多 い とい わ れ て い る．
今 回胚移植後早期 の 血中 hCG 値 と妊娠転帰につ い て検討を行 っ た．【方法】2014年5 月か ら 2014年7 月に当院 で 胚移植を

行 っ た 54例 （新鮮周期 26例，凍結融解周期 28例）を対象 とした．凍結融解周期 28例 の うち，23例はホル モ ン補充周期 で

あ り，5 例 は 自然周期で あっ た．胚移植，凍結，融解 は 全て 受精後 5〜6 日 目の 胚盤i胞を用 い ，凍結融解 は ガ ラ ス 化法 に て 行 っ

た．各症例 に おい て胚移植 6−13 日後 に血中 hCG 値を測定 し，転帰 との 関連を検討 し た．新鮮周 期の うち 24例 は黄体補充と

して hCGI500単位を投与 した 3〜8 日後 に血中 hCG 値を測定 した，平均年齢 は新鮮周期 35．8 ± 3．93，　FET 周 期 37．8± 3．24（平
均 ± SD）で あっ た，妊娠週数 は新鮮周期で は採卵 日を 2週 0 日，　 FET 周期 にお い て ホル モ ン 補充周期で は P 投与開始 日を 2
週 1 日，排卵周期で は hCG トリガ ーを 1週 6 日 と定義 した。【成績】移植あた りの 臨床妊娠率は 新鮮周期 38．5％，　 FET 周 期

35．7％ で あっ た．妊娠症例 20例 に お け る 4週で の血中hCG 最小値は 23．8mlU／ml ，非妊娠症例 34例の 血 中 hCG 最大値は 204
mIU ／m ！で あ っ た．4週 に お ける血 中 hCG の カ ッ トオ フ 値を 30mIU／ml と した 場合，30mlU ／ml 以 上 の hCG を検出 した 24

例 の うち 20例 は その 後胎嚢を確認 した．4 例 は臨床妊娠に 至らず，生化学的妊娠 で ある と考えられ た，【結論】今 回 の 検討 で

は 妊娠 4 週 の 血 中 hCG 値は ，治 療転帰の 予 測 に 有用 で あ る と 考 え られ た．4週 で 30mlU／ml 以 上 の 内因性 hCG が 検 出 さ れ た

に も 関わ らずそ の 後 胎嚢が 確認で きな い 場合 は，異所性妊 娠 の 可 能性 も考慮 し慎重 な 対応 が 必 要で あ る と思 わ れ た．

P2−33−3　凍結 胚 移植で の 採卵時年齢，移 植時年齢 にお ける 妊 娠率，流 産率 の 検討
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【目的】凍 結 胚 移 植 の 妊 娠 率 は移 植 時 の 年 齢 に伴 い 変 化 す る こ とが示 さ れ て い る もの の ，採 卵 時 の 年齢 は 考慮 さ れ て い な い ．
そ こ で．凍結胚移 植 にお ける 採卵時年齢，移植時年齢の 妊娠率，流 産率 に及 ぼす影響 を検討 した，【方法】2005年 1 月

〜2014

年 5 月に経腹超音波下に 凍結胚移植 （胚盤胞また は 初期胚 の 1 個）を施行 した症例を対象 に，採卵時年齢 ， 移植時年齢 ， 妊娠

率，流産率を後方視的に検討した．なお，本研究は当院の 倫理委員会の 承認を得て 実施した．【成績】上記期間の 286周期を対

象 に した．採卵時平均年齢 （範囲 ）は 38．0± 4．3歳 （24−49歳）で，妊娠例 （妊娠率）は 68例 （23．8％），流 産 例 （流 産 率〉は

35例 （514％）で あっ た，採卵時年齢別の 妊娠率は，40〜49歳 で 年齢 ご と に 19．2％，18．2％，6．3％，33．3％，16．7％，0％，0％，
0％ ，0％，0％，流産率は 40〜44歳で 60％，83．3％，100％，50％，50％ で あ っ た．移植時年齢の 妊娠率は 40〜46歳で 19％，
16％，16，2％．20％，18．8％，0％，50％，流産率は 40〜46歳で 50％，75％，83％，75％，18．8％，0％，50％ で あ っ た．40
歳以 上 で は採卵時年齢 と，妊娠率 に 有意な負の 相関 （p ≡O．03）があり，流産率 と有意な正 の 相関 （p　

・
　O．02）が あっ た，採卵

時年齢で 妊娠した最高年齢は 44歳で あ り，その 際の 移植時年齢は 46歳 で あっ た，【結論】採卵時凍結年齢に伴う妊娠率は 40
歳以 降加齢 に伴い 低下 し t 移植年齢 における 40歳以降の 妊娠率は低下しない こ とから，採卵時の 年齢が移植時の 妊娠率に影

響す る と考えられた．体外受精治療におい て 患者年齢を考慮 した計画 の 策定 の 重要性が示された．
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